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一過性脳虚血発作 

脳卒中 

血管が破れるタイプ 血管が詰まるタイプ 

脳梗塞 脳出血 くも膜下出血 
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虚血時間と脳梗塞 
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再開通療法の重要性 

後遺症なし 

予防 

脳梗塞発症 

再開通療法  
(溶かす・取り除く） 

後遺症あり 

リハビリテーション、人生設計の変更 
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2005年 t-PA静注療法 

資料提供： 山口武典 (国立循環器病センター) 

治療前 

治療後 

tissue Plasminogen Activator 

発症4.5時間以内 
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脳血管内治療：血栓回収術2010
〜 

2014〜 ステント型血栓回収器 

脳神経血管内治療専門医が行う手術 

発症6時間以内 
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ベストな急性期再開通療法 

1. t-PA静注療法 

 
適応外、無効な場合 

速やかに 

 

2.   血栓回収療法 
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t-PA療法を行っている病院 
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血管内治療専門医常勤病院 
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Drip & Ship system 
Drip(t-PA点滴) 

Retrieve 
(血栓回収) 

Ship(転送) 

t-PA投与60分間 
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Drip & Ship system 
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脳血管内治療専門医勤務病院 

<60min 
 

＊圏央道開通前 
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Drip & Flight 

 

 

 

   

 
  
 
  

Drip & High speed ship 



Department of Neurosurgery, Faculty of Medicine, University of Tsukuba 

 
 

Brain Rescue KAMISUの目的 

筑波大学と神栖市が連携し、神栖市の 
脳卒中予防活動と脳卒中救急医療 
システムの構築を推進する 
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脳卒中救急医療システムの構築 

血管内治療専門医常勤病院への転送方法の確立 

  Drip & High Speed Ship, Drip & Flight 

 

 
神栖医療圏の 
脳卒中対応病院 

筑波大学 行政 
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脳卒中救急医療システムの構築 
 

 

神栖医療圏の 
脳卒中対応病院 

筑波大学 受入体制の整備 

病院説明会・勉強会 

患者情報共有ツール 
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筑波大学脳卒中救急受け入れ体制 

脳神経外科 滝川講師 

 

脳卒中専門医対応ホットライン 

029-853-6200-8070 
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筑波大学でのDrip & Ship の実績 
 2014年6月〜   
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脳卒中救急医療システムの構築 

 

 患者・家族 
(市民) 

救急隊 
きゅう 

病院 

市民・救急隊の啓発 



Department of Neurosurgery, Faculty of Medicine, University of Tsukuba 



Department of Neurosurgery, Faculty of Medicine, University of Tsukuba 

脳神経外科 滝川講師 

脳卒中救急医療システムの構築 
における課題 

 

マンパワーをいかに増やすか? 

脳卒中治療連携が可能な施設は? 
 

 神栖医療圏の 
脳卒中対応病院 

筑波大学 行政 

support support 
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神栖・潮来地区保健師 
脳卒中ミーティング 2016.2.25. 筑波大学 
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神栖・潮来地区保健師 
脳卒中ミーティング 2016.2.25. 筑波大学 
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総括 
 平成27年度はBrain Rescue KAMISU 活動の足場作りが中心と
なった。 

 脳卒中救急医療連携システム(ドリップ&シップ)の構築については、
院内体制の整備と近隣施設との連携に留まっている。本年度は神
栖地区の連携病院(送る側）の体制作りに力を入れ、神栖地区から
のドリップ&シップを実現する。 

 脳卒中ホットラインは開設後、有効な患者情報交換システムとまで
は機能しておらず、さらなる地域病院への周知が必要である。 

 市民公開講座は地域住民が興味を持てる内容で提供できており、
来年度は回数を増やして開催したいと考えている。 

 本年度の新たな展開として、神栖地区小学校への脳卒中出前授
業、神栖・潮来の保健師対象の脳卒中勉強会を予定している。 
 


